
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
受
領

答

弁

第

四

九

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
四
九
号

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
で
は
、
法
律
、
医
療
及
び
原
子
力
工
学
そ
の
他
の
原
子
力
関
連
技
術
に
関
す
る
学
識
経
験

を
有
す
る
者
が
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
審
議
を
行
い
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百

四
十
七
号
）
に
基
づ
き
賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
の
範
囲
等
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
東
京
電
力

株
式
会
社
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る
中
間
指
針
追
補
（
自
主

的
避
難
等
に
係
る
損
害
に
つ
い
て
）
」
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
決
定
。
以
下
「
中
間

指
針
追
補
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
距
離
、
「
避
難
指
示
等
対
象
区
域
」
と
の
近
接
性
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
か
ら
公
表
さ
れ
た
放
射
線
量
に
関
す
る
情
報
、
住
民
の
自
主
的
避
難
の
状
況
等
の
要
素
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
「
自
主
的
避
難
等
対
象
区
域
」
を
設
定
し
て
い
る
。
中
間
指
針
追
補
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生
時
に
「
自
主
的
避
難
等
対
象
区
域
」
に
居
住
し
て
い
た
者
等
に

少
な
く
と
も
共
通
に
生
じ
た
損
害
を
示
し
、
こ
れ
を
賠
償
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
も
、
個
別

一



具
体
的
な
事
情
に
応
じ
て
賠
償
の
対
象
と
認
め
ら
れ
得
る
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
中
間
指
針
追
補
等
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
今
後
と
も
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
被
害
の
実
態
に
沿
っ
た
適
切
な
賠
償
金
の
支
払
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
。
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